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• MPA（Microsoft Partner Agreement） には、
クラウドソリューションプロバイダー (CSP)リセラーが参加するために同意いただく要件が

記載されています。
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/microsoft-partner-agreement

◆目的
クラウド時代に即したパートナー規約をMicrosoftと電子署名で締結する必要があります。
→CSPの特質上、顧客のテナントを管理することになります。
→顧客の個人情報に触れるため、情報漏洩に対しパートナー自身も対策が必要となります。
→MPAに同意し、情報保護とその対策を行う必要があります。
→Microsoftが多要素認証（MFA）を無償で提供します。

◆方法
Microsoft パートナーセンター上でMPAに同意し、MFA設定を実施していただきます。
※情報セキュリティの観点から、CSPプログラムにご参加いただくパートナー様には、
ご使用頂くアカウント全てにMFAを設定いただく必要がございます。

MPA（Microsoft Partner Agreement）とは

https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/microsoft-partner-agreement


パートナーセンターとは
• Microsoft Partner Network (MPN)、クラウドソリューションプロバ
イダー (CSP) プログラムなどを活用してビジネスを拡大するポータル
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/

パートナーセンターは、MPNプログラム、CSPプログラム、Cosell/Marketplaceの
管理機能を備えたWebツールです。機能は以下の通りです。

• MPNメンバーシップの管理、特典（社内使用ライセンスやサポート特典）の利用
• マイクロソフトとの協業機会の管理（見込み客紹介やソリューションの共同販売）
• パートナーセンターからサポートトピックごとにサポートリクエスト（SR）を作成し、
それぞれのサポート窓口へ対応支援を要請。

• CSPとしての顧客のサブスクリプション管理（代理管理機能）

https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/


MPN設定・MPA同意の要注意ポイント

① MPN ID の取得は ***.onmicrosoft.comのアカウントで行う事（それ以外のアカウントの場合、その後の手続きが面倒になります。）

② 取得したMPN IDでパートナーセンターにアクセスして手続きを行いますが
その時に申請する「メールアドレス」は会社で使用しているアドレスを記載すること。
（例：DISであれば＊＊＊@pc-daiwabo.co.jp）
また、そのアドレスのドメインは、企業Webサイトのドメインと一致している事。

③ 申請する住所は「企業Webサイトに記載されている住所と一致している事」
→企業Webサイトの住所が間違っている場合は、申請前に修正しておく事。

一致していない場合DUNSナンバーの提出が求められます。（MSで審査約3週間）

DUNSナンバーの住所とも一致していない場合「登記簿謄本」の提出が求められます。
（MSで審査約3週間）

※申請は登記簿謄本と完全一致している必要があります。
例：登記簿謄本が「1丁目1番地」で、パートナーセンターでの申請が「1－1」だとNG

一致していない場合、そのドメインの保有証明（請求書等）の提出が求められます。 （MSで審査約3週間）



事前準備



パートナーセンター まず…自社の Office 365 利用環境とは分離したテナン
トが推奨
→無ければテナントを新しく作成

CSP 再販用のパートナーセンター設定をする為に登録
が必要
→有効なMPN ID の準備

パートナーセンターにアクセスするアカウントでMFA
設定が必要
→スマートフォンが必要

※自社の利用環境と分離を推奨する理由
自社利用のテナントでCSPアカウントを作成すると、CSPアカウントではユーザーに高度のAAD(=Azure Active Directory)アクセス権限や、
すべての社員にMFAを要求することになるため、会社の規模によっては、自由にCSPプログラム管理者さまがアカウントを操作できなくなっ
たり、MFA設定ができないことを理由に発注ができない可能性が出てきます。

準備しておくもの



パートナーセンターの管理
アカウントが分からない

Office 365 など業務利用し
ているテナントしかない

再販専用テナントを持って
いない

再販専用テナントを持って
いる

新しいテナントが必要

MPAの同意・MFAの設定がすぐに可能

パートナーセンターのオンボーディング
（再販用登録）が必要

MPNに登録時にXXXXX.onmicrosoft.com という「テナント」が作成されています。

自社保有テナントを確認



新しいテナントを作成



PCのキャッシュの影響を
防ぐため、

Google Chromeの場合は
「シークレットウィンドウ」

Microsoft Edgeの場合は
「InPrivateウィンドウ」で

開いてください。

アイコンを右クリックして選択

新しいテナントの作成方法①



https://partner.microsoft.com/ja-jp/register/TenantInfo?programName=valueaddedreseller&enrollType=migrate&cloudInstance=global

管理者連絡用メールアド
レスは実際に使用してい
るものをお使いください
フリーメールは不可です

この後の登録でエラー（既に登
録があります、など）が起こっ
た場合は、法人格と自社名の間
に半角スペースを入れてもう一
度お試しください

住所1は番地まで
住所2はビル名

郵便番号は-（ハイフン）なし

新しいテナントの作成方法②
ココをクリック↓↓↓

https://partner.microsoft.com/ja-jp/register/TenantInfo?programName=valueaddedreseller&enrollType=migrate&cloudInstance=global


ユーザー名とパスワードは、
後にサインイン時に利用しますので、忘れ
ずにメモ帳などに保存しておいてください。

新しいテナントの作成方法③
※赤字でエラーが出た場合は、既に使用さ
れているため、別のドメイン名を入力して

ください。
※ドメイン名に使用できるのは、アルファベットと
数字のみです。ハイフン、ピリオド、アンダースコア

は使用できません。

案内が届きますので、送受信可能で有
効なメールアドレスを入力ください。
※フリーメールはご利用できません。

※新しいテナント作成に伴い
管理者アカウントが作成されます



連絡のつく携帯番号を入力し、テキストメッ
セージでコードを入力してください。

携帯がない場合は、電話連絡をご選択ください。

新しいテナントの作成方法④



「はい」をクリックしても再度サインイン
を求められることがあります。

新しいテナントの作成方法⑤

作成が完了したら、
「オンボーディング」作業

へ→P.19



パートナーセンターの
オンボーディング

（CSP再販用登録※会社情報登録）



パートナー センター
へのオンボーディング

※開始時の注意
オンボーディングからの方と、
新規テナント作成からの方は、
開始手順が異なりますのでご注
意ください。

オンボーディング
から開始の方
（手順1から）

p.16へ

新規テナント作成から
開始の方

（手順4から）
p.19へ



パートナー センター
へのオンボーディング

◆オンボーディングから
の方はここから開始
1. https://partner.microsoft.com/ja-

jp/pcv/register/joinnow/enrollme
ntwelcome/valueaddedreseller に
アクセスして、CSP オンボーディング プロ
セスを開始してください。 ［Sign in/ロ
グイン］をクリックします。

https://partner.microsoft.com/ja-jp/pcv/register/joinnow/enrollmentwelcome/valueaddedreseller

英語表記 日本語表記

https://partner.microsoft.com/ja
https://partner.microsoft.com/ja-jp/pcv/register/joinnow/enrollmentwelcome/valueaddedreseller
https://partner.microsoft.com/ja
https://partner.microsoft.com/ja-jp/pcv/register/joinnow/enrollmentwelcome/valueaddedreseller


パートナー センター
へのオンボーディング

2. 登録内容を確認して、「次へ」
ボタンをクリック

※全体管理者の権限を持ち、パート
ナー センターで CSP 間接リセラー アカ
ウントの管理に使用する予定のアカウ
ントを使用してサインインする必要があ
ることにご注意ください。



パートナー センター
へのオンボーディング
3. Cloud Solution Provider

Indirect Resellerを選択の上、
［Next］をクリックします。

この後、p.19の手順４からオンボーディングを進めてください。



パートナー センター
へのオンボーディング
☛新規テナント作成からの
方はここから開始

4. 登録内容を確認して、
［MPNに登録］をクリックします。

オンボーディング
から開始の方

MPN IDの関連付けを行え
る場合は「MPN IDの関連
付け」を選択ください

新規テナント作成から
開始の方

登録内容を確認して、
［ MPNに登録］をクリック



パートナー センター
へのオンボーディング
5. 登録内容を確認して、会社名

またはMPNIDを入力を要求さ
れますが、「今はスキップ」を選
択します。

オンボーディング
から開始の方

MPN IDのLocation ID
（場所）を入力し
［続行］をクリック

新規テナント作成から
開始の方

［今はスキップ］をクリック



パートナー センター
へのオンボーディング
6. 会社の登記情報を入力します。

DUNSナンバーを持つ日本の
会社は少ないかと思いますの
で、基本は、左側の［会社名
と詳細］を選び入力し、検索
をクリックします。



パートナー センター
へのオンボーディング
7. 登記情報を入力しても、「結

果が見つかりませんでした」と
表示された場合は、［手動で
入力］をクリックします。



パートナー センター
へのオンボーディング
8. 「法務担当者様の詳細」の必

須項目を入力して「次へ」をク
リックします。



パートナー センター
へのオンボーディング
9. 顧客サポート情報の必須項目

を入力後、「今すぐ登録する」
をクリックします。

※入力した内容は、エンドユーザー
様のMicrosoft 365管理センター
の「サポート」の欄に表示されるため、
見られても問題ないURLとメールア
ドレスを入力してください。



パートナー センター
へのオンボーディング

株式会社の前に半角スペースを入れる

10. 「この名前は既にシステムに存
在します」のエラーが出た場合
は、［戻る］ボタンをクリックし、
会社名に半角スペースを入れ
て、再度、顧客サポート情報の
「今すぐ登録する」をクリックし
てください。



パートナー センター
へのオンボーディング
11.入力したメール アドレスにメール

が送信されることが、ポップアッ
プメッセージに表示されます。
[OK] をクリックします。メールア
ドレスを確認するというリンク付
きのメールが配信され、そちらの
リンクをクリックいただくと登録
完了です。

注意事項:

入力した法的な商号と住所に関連付け
られた、正式な会社のメール アドレスを
指定してください。

「.onmicrosoft.com」アドレスを含む、
ウェブベースの電子メールサービスの電子
メールアドレスはご利用いただけません。



パートナー センター
へのオンボーディング
12.第一連絡先担当者が、メール

所有者であることを確認するこ
とを求めるメールを受信します。
［Verify email adderss］
（メールアドレスを確認する）
をクリックして完了します。



パートナー センター
へのオンボーディング
13.［閉じる］をクリックします。

（タブ/ウィンドウを閉じま
す。）



パートナー センター
へのオンボーディング
14.パートナーセンター

（https://partner.microsoft.co
m/ja-jp/dashboard/home）の
画面を開きます。こちらの通知
が出た場合は［Cancel］ボタ
ンをクリックしてください。

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home
パートナーセンターURL

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home


パートナー センター
へのオンボーディング

15.パートナーセンターへサインインし
た後、「作業を開始するための
ツアーをご覧ください」のポップ
アップが出る場合は、［今は
やめておく］をクリックし、右上
の［ワークスペース］をオフにし
てください。

パートナーセンターの画面が英語表
記になった場合は、右上の⚙アイ
コンをクリックし、English/(United 
States)をクリックすると、言語
（日本語）を選択できます。



パートナー センター
へのオンボーディング
16.右上の⚙アイコンをクリックし、

法的情報の画面から、法人プ
ロファイルの進行状況の確認
ができます。［確認の状態］
の項目が「承認済み」になると、
MPA同意が可能となります。

※確認の状態が［拒否済み」になった場合、
下記公開情報を確認し、必要な対応を行ってください。

MS公開情報：https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/verification-responses

オンボーディングの過程で
MPN IDの関連付けをスキッ
プした場合に表示されます。



パートナー センター
へのオンボーディング
17.マイクロソフトの承認が進み、

法人プロファイルの［確認の状
態］の項目が「承認済み」に
なると、MPA同意が可能とな
ります。



パートナー センター
へのオンボーディング
18.その後、申し込みが承認され

たことを通知するメールをお受
け取りになります。[契約条件] 
(agreement terms) リンクを
クリックして契約条件を承認す
るようにも求められます。

18

18

英語表記 日本語表記



MPA同意手順



手順
１パートナーセンターへサインインします。
パートナーセンター（https://partner.microsoft.com/dashboard/account/v3/programs）

２左側の［CSP］のタブの[ Overview］（概要） アイコンをクリックします。

３ Microsoft Partner Agreement（MPA同意）の内容をご確認の上、
「 Accept and continue」(同意して継続する)をクリックします。

MPA同意手順

こちらからMPA同意内容の
確認が可能です。

https://partner.microsoft.com/dashboard/account/v3/programs


パートナーセンターの左側の［CSP］のタブの[ Overview］（概要） をクリックし、
下記のように緑のバーに「MPAは署名されており～」と表示されておりましたらMPAは同意されて
おります。

MS公開情報：
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/microsoft-partner-agreement#verify-that-you-have-signed-the-mpa

MPA同意が完了しているか確認する方法①



パートナーセンターの右上の「設定」（⚙マーク）から「アカウント設定」をクリックし、下記の
ように「契約」のページでご確認いただけます。署名済みの契約として、CSP の欄にMicrosoft 
Partner Agreement / 有効日 / 同意者の表示があれば、MPAは同意されております。

MPA同意が完了しているか確認する方法②



MFA設定（必須）



・MPA同意をした場合、CSP再販用テナントに紐づく全アカウントにMFAの設定が必要となります。

・MFAが適用されたアカウントは、スマートフォン等各デバイスで設定が必要です。
※iOS、Android デバイス推奨

・使用するのは、Microsoft が無償で用意したMFAツールです。
テナントすべてのアカウントに一括で適用されます。

・作業内容は、セキュリティの規定値群の設定をした後、各ユーザーのデバイスで設定を行います。

多要素認証（MFA）設定について

多要素認証 (MFA) とは？
多要素認証 (MFA) は、サインインプロセスの保護をさらに強化します。
アカウントまたはアプリにアクセスするときに、ユーザーは追加の本人確認を行います。
たとえば指紋のスキャンや、電話で受け取ったコードの入力です。
MS公開情報： https://docs.microsoft.com/ja-JP/azure/active-directory/authentication/concept-mfa-howitworks



セキュリティの既定値群 設定方法



パートナーセキュリティ要件の
[お客様の現在の状態を確認するに
はこちら]をクリック

Azure Active Directoryの
セキュリティの既定値の状態の
[チェックの状態]をクリック

セキュリティの既定値群 設定方法



Azure Portal （https://portal.azure.com/）へ遷移するので、
“全体管理者“でログインし、Azure Active Directory をクリックします。
※遷移しない場合は、 Azure Portal （https://portal.azure.com/）URLをクリックします。

セキュリティの既定値群 設定方法

https://portal.azure.com/
https://portal.azure.com/


[プロパティ]→[セキュリ
ティの規定値の管理]を
クリックします。

セキュリティの既定値群 設定方法



セキュリティのデフォルトについて
https://docs.microsoft.com/ja-
jp/azure/active-
directory/fundamentals/concept-
fundamentals-security-defaults

セキュリティの規定値の有効化
が「はい」になっている場合は
そのままの状態にしておきます。

「いいえ」になっている場合は、
「はい」に変更して「保存」を
クリックします。

【ご注意ください！】
セキュリティの規定値を設定するとOutlook等の認証が必要なサービスにて
既存のパスワードのみではアクセスできなくなります。
各ユーザーで多要素認証設定を行っていただき、アクセスしていただく必要があります。
各ポリシーは、検証をしていただき段階的に導入することをお勧めします。
※カスタマイズ設定については、Azure Active Directory Premium P1 以上の有償プランが必要です。

セキュリティの既定値群 設定方法

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/fundamentals/concept-fundamentals-security-defaults


MFA設定後の対象アカウント側の設定



https://www.microsoft.com/ja-jp/account/authenticator?cmp=h66ftb_42hbak

Microsoft Authenticator

多要素認証のアプリをダウンロード

https://www.microsoft.com/ja-jp/account/authenticator?cmp=h66ftb_42hbak


ログアウト後にPCで再度マイクロソフトパートナーセンターにアクセスしてください。
https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/homeへ“全体管理者“でログインしてください。

多要素認証の設定開始
（モバイルアプリの場合）

多要素認証の設定が開始されます。
「次へ」を押下してください。

英語表記 日本語表記

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home


アカウントのセキュリティ保護の設定



※モバイル端末をご用意いただけない場合や、アプリをインストールできない場合は、
全体管理者の権限を持つユーザーに限り、電話での認証もしくはSMSでの認証も可能で

す。

＜設定方法＞
1. 対象ユーザーでAzure Portal (portal.azure.com) にサインインし、[Azure AD] - [ユーザー] - [該当ユーザー]と進み
ます。
2. 画面左のブレードから [認証情報] を選択し、[認証の連絡先情報] の [アクセスパネルプロファイル] をクリック
して開きます。
3. ページの変遷後に [セキュリティ情報の編集] をクリックして、認証方法の追加にて利用可能な電話番号をご設定
ください

モバイル端末をご用意いただけない場合や、
アプリをインストールできない場合はコチラ



「職場または学校アカウント」
＞「QRコードをスキャン」をクリック

Microsoft Authenticator

QRコードをスキャン

アカウントが追加される

ポップアップが
表示された場合は、
「承認」を押下

モバイルアプリケーションの構成



多要素認証が有効になっているか確認するため、以下へアクセスします。

管理者でログイン

モバイルデバイス側で
「承認」を押下

Azure Portalにアクセス
できれば設定完了です

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/homeへ“全体管理者“でログイン

MFAが有効になっているかの検証

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home


MFA設定後の必須作業



https://partnercenter.microsoft.com/commerce/indirectresellers/relationshiprequest/b20c86c
8-5a55-481f-b0dc-a59bf9f010d0

以下のリンクから間接プロバイダーの設定を行います。

間接プロバイダーの設定（必須作業）

承認後、「お客様」が選択できるようになり、顧客の管理をするこ
とができるようになります。詳細はこちら

承認を押下

チェックしてください

間接プロバイダーを設定いただくことで、
以下をご提供いたします。

・顧客のマネジメント（ユーザー作成、ライセンス割り当て等）
・テクニカルサポートの提供
・製品やサービスのマーケティング支援

https://partnercenter.microsoft.com/commerce/indirectresellers/relationshiprequest/b20c86c8-5a55-481f-b0dc-a59bf9f010d0
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/indirect-reseller-tasks-in-partner-center#invite-a-customer-to-establish-a-reseller-relationship-with-you


MPN IDに変更があった場合

MPN IDに変更があった場合は、
DISまでご連絡をお願いいたします。



参考：MPN ID 確認方法①
● パートナーセンターへログイン後、上部右の設定（歯車のアイコン）を選択し、アカウント
設定を選択します。



参考： MPN ID 確認方法②
●組織プロファイルの「識別子」にMPN IDが記載されています。

GlobalとLocationと２つある場合は、Location IDをDISまでお知らせください。

※画面はパートナー様の登録や設定状況に応じて、

表示されているメニューが異なる場合がございます。



Microsoftへの
お問い合わせ方法



サポートリクエスト（SR）の発行
● パートナーセンターへログイン後、左側のメニューからサポートを選択頂きます。

※画面はパートナー様の登録や設定状況に応じて、

表示されているメニューが異なる場合がございます。



サポートリクエスト（SR）の発行
● サポートリクエストの画面に推移します。

問題の種類にフリーワードで文字を入れると、関連する問題の種類が表示されますので

該当の問題がある場合は選択ください。



サポートリクエスト（SR）の発行
● 次に進むと問題解決する為の推奨のアクションが出てきますので

該当するものがありそうであれば確認下さい。該当の説明文で解決する場合もございます。

参照すべき項目がなければ次のステップに進んで下さい。



サポートリクエスト（SR）の発行
● 自由記述で依頼内容を記入可能となります。

添付ファイル（問題発生の画面キャプチャなど）も追加可能となっている為、

必要事項を記入のうえ「送信」ボタンを押してください。

Microsoftの窓口より連絡が入ることになります。



※パートナーセンターに入れない場合は
①

•.パートナーセンター サポートページにアクセスをお願いいたします。
•https://partner.microsoft.com/ja-JP/support/?stage=1

② •「トピックを参照する」をご選択ください。

③
•カテゴリ「MPN」をご選択ください。

④
•トピックおよび、サブトピックはお問い合わせ内容に沿ったものをご選択ください。

⑤
•次のステップから「ソリューションの確認」をご選択ください。

⑥
•参考サイトや、ドキュメントの紹介がされますが、お問い合わせ内容の問題が解決しない場合および、パートナーネットワーク事務局からのサポートをご希望の場合は、次
のステップから「問題の詳細を指定」をご選択ください。

⑦

•サポート チケットを作成しますページより、お問い合わせ内容の詳細と、ご連絡先を記入し送信をお願いいたします。
•なお、チケット名は件名となります。
•現在お電話と一時的にメールでサポートを行っております。
•お電話でのサポートの際に日時指定などございましたら、予めご記載いただくとスムーズにご相談いただけるかと存じます。
•また、ファイル添付などがございましたら、ファイルのアップロードより添付をお願いいたします。

⑧
•チケット番号が発行されましたらお問い合わせ内容の送信が完了です。担当者からのご連絡をお待ちくださいますようお願いいたします。

https://partner.microsoft.com/ja-JP/support/?stage=1
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